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裏面 は創業支援ルームに関するイベント情報です。

創業・新事業展開の事例紹介
～創業支援ルーム入居者のご紹介 (その79) ～

ウェスタ川越創業支援ルームは、様々な業種・業態の方々にご入居いただいております。創業準備中の方、個人事業から法人を設立され

る方、 創業5年以内のスタートアップ段階の方、新分野への事業展開を目指されている方が入居されています。そこで、このコーナーでは入居

者の紹介をさせていただいております。これから創業を希望される方は、創業の事例として参考にしていただければ幸いです。また、この記事を

お読みになり、ビジネスパートナーとしての関係を構築されたい方は、創業支援ルーム事務局かご本人宛に直接ご連絡ください。

①保護者セミナーの開催 

不登校に関する知識、対応方法や事業紹介等についての啓発活

動や保護者同士の交流の場づくり

②寄り添い相談

実情や悩み、要望の聞き取りにより、今後の支援等を決定

③子ども支援プログラム

支援計画に基づき、個々の興味や特性に応じた支援プログラム実

施

④フォローアップ 

支援プログラムを終了後に、経過確認・評価・見直しを実施

⑤フリースクール「みんなの居場所 ひまわり」の開設

子どもたちの継続的な居場所として通所しながら、自己肯定感を育

む

⑥訪問支援（ひまわりサポーターによる家庭訪問）

家庭訪問にて、他者との関係づくり

以上となります。

①から⑥までを通じて、保護者支援から子ども支援、居場所づくり、

フリースクール、訪問支援へと切れ目なくつなぐことで、一人ひとりに

合った支援を実現することを目指します。

そして、安心できる居場所や信頼できる人とのつながりの中で、

「今の自分でいいんだ」と感じてもらいながら、前向きに一歩ずつ未来

へ進んでほしいとの願いを込めて取り組んでいます。

【自己紹介＆創業のきっかけ】

32年間、教員・校長・教育委員会指導主事として、多くの子どもた

ちや保護者の方と関わり、一人ひとりの思いや悩みに耳を傾けながら

一緒に歩んできました。

その中で強く感じたことは、不登校や行き渋りは「困っていることにぶ

つかっているサイン」だということです。大切なのは、何かを無理に変える

ことではなく、安心できる居場所や信頼できる人とのつながりの中で、

「そのままでいい」と思える安心感を取り戻すことだと考えています。

子供たちを支えるためには、学校だけではなく、家庭・医療・福祉・地

域など、さまざまな立場が力を合わせることが必要だと感じています。

そして、そのつなぎ役として、一人ひとり合った支援へとつなぐ場所をつ

くりたいとの想いから、校長を早期退職し、「つなぐ教育支援室 ひまわ

り」を創業しました。

【創業支援ルーム入居のきっかけ】

創業にあたり事務所をどこにするか、検討する必要がありました。これ

までも川越を拠点に教育委員会等で仕事をしていましたのでウェスタ川

越に行く機会はありました。しかし、創業支援ルームの存在知ったきっか

けは、知人のこどもクリニックへ行ったときに、そこにいた方から聞いたこと

に因ります。問い合わせてみると、入居には審査があるということで、経

営は未経験ではありましたが事務局からアドバイスをいただきながら事

業計画書など書類を提出して応募し、入居することができました。

【入居後に感じるメリット】

入居後のメリットは、県の施設に入居していることで周囲から得られる

信頼、セミナー開催場所の利用が可能なこと、事務局からのアドバイス

等、色々と感じています。

【今後の事業について】

入居期間は3年間ですが、まずは、お子さんも保護者の方も安心し

て相談でき、「相談して良かった」と思っていただける存在となり事業とし

て軌道に乗せたいと考えています。

また、卒業後には法人化を目指していく所存です。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

515号室 つなぐ教育支援室 ひまわり
  代表 浅見 浩子 様

事業所名 つなぐ教育支援室 ひまわり

住所 川越市新宿町1-17-17 ウェスタ川越 515号室

電話番号 070-8396‐1086

URL https://tsunagu-himawari.jp/

E-mail info@tsunagu-himawari.jp

【事業内容】

創業は令和8年７月、子どもと保護

者の未来をつなぐ不登校支援に取り組

みたいとの想いで、「つなぐ教育支援室

ひまわり」を創業しました。

事業内容は不登校支援、フリースクー

ルの運営です。

もう少し詳しく事業をご案内いたします

と次の通りです。浅見代表
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埼玉県西部地域振興ふれあい拠点施設 ウェスタ川越 創業支援ルーム

〒350-1124 埼玉県川越市新宿町1-17-17

電話：049-249-1185／Fax：049-249-1180

メール sougyou@westa-kawagoe.jp

創業支援ルーム イベント情報

紙面に関するお問い合わせ

“経営革新計画”の中核～”RF Horizon”～

・

活動報告

504号室 合同会社高階電測の矢木代表は創業1期目の決算を無事に終え、新たな事業計画に取り組んでいます。

今月号は、9月に続き経営革新計画策定中の矢木代表に新開発の”RF Horizon”のお話をお聞きしました。

事務局： 新開発の”RF Horizon”とはどういうものですか？
矢木代表：9月号でも少し触れましたが、「フレネルゾーンを可視化するシステム」のことです。
事務局：初めての方もいると思いますので簡単にご説明いただけますか。
矢木代表：一言で言いますと「風力発電施設建設に伴う電波伝搬影響評価・無線回線解析」のソフトです。陸上・洋上風力発電事業
を計画されている事業者様に向けた環境評価・分析をするためのソフトです。事業区域周辺の放送回線・重要無線回線について、計画風
車との位置関係や※フレネルゾーンとの離隔を解析し、影響の可能性を分かりやすく整理します。
※フレネルゾーン：送信アンテナと受信アンテナを結ぶ直線を中心に広がる、電波や光の伝搬に重要な楕円体状の空間領域

【お問い合わせ先】

合同会社高階電測

事業内容：建造物建設によるテレビ電波障害調査

 風力発電施設建設による各種電波調査

埼玉県川越市新宿町1-17-17 ウェスタ川越 504号

HP：ＱRコード（右図）

E-mail：info@takashina-densoku.com

504号室 合同会社高階電測 代表社員 矢木 昭 様

事務局：この調査は机上でできますか。
矢木代表：机上で行います。現地調査をしませんのでコス
ト、時間も抑えられます。
事務局：事業者様にもニーズがありそうですね。
最終回は”事業展開の計画“についてお聞きしたいと思いま
す。乞うご期待ください。

離隔・近接状況の確認
（近接点横断図）

下左図：放送回線のフレネルゾーン（楕円体状）と計画風車（球体）の空間的な位置関係を立体的に可視化しようとするものです。

これまでは平面図の整理手法でしたが、立体的に可視化するソフト解析により、影響の可能性を分かりやすく整理することができます。

創業支援ルーム入居者募集中
埼玉県西部地域振興ふれあい拠点施設「ウェスタ川越」創業支援ルームでは、入居を希望される方を募集しております。

＜随時受け付け中＞

※毎月、1日からその月の末日で、仮申し込みを締めさせていたただいております。書類審査通過の方は、個別にご連絡のうえ、翌月の

平日に入居審査会を開催させていただいております。

※貸事務室利用数が満室になり次第、募集を締め切ります。

入居に関する個別相談・施設見学申し込みを、随時受け付けておりますので、事前にご連絡・お申出ください。

詳細はウェスタ川越のホームページ、もしくは、入居に関するご案内のPDFファイルをご覧ください。

※PDFダウンロードURL ⇒ https://www.westa-kawagoe.jp/download/files/nyuukyo_annai.pdf

（なお、書類提出の前に、一度事務局までご連絡ください。）
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